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History of education and research organizations, etc.
教育研究組織等のあゆみ

歯学部

歯学部本館（附属病院を含む）

10号館壁面レリーフ

携大学歯学部も50校以上を数え、毎年
多くの学生を海外研修に派遣している
とともに、毎週のように世界各国から
の学生研修や歯学部長等の訪問を受け
入れています。大学院では、約半数が
海外からの留学生となっており、修了
生が母国の大学に戻って、教授や歯学
部長として活躍されている方も増えて
きました。
　2016年からは最先端口腔科学研究推
進プロジェクトを発足させ、口腔科学
のグローバル拠点となるべく、バーチャ

ルではありますが、大学内の分野や部局
をまたいだ研究推進体制を強化してき
ました。2022年には本学が指定国立大
学法人となり、その重点研究領域の一
つとして「口腔科学」が位置づけられた
ことから、ますますその重要性が認識さ
れ、2024年には2部門の専任教員、2000
㎡規模のスペースを確保した「口腔科
学センター」を発足しました。口腔と全
身のクロストークの解明や、咀嚼・嚥下
等の口腔機能評価デバイスの開発、貴
金属から完全に脱却した歯科修復マテ
リアルの開発などを推進し、学内外の
口腔科学研究をサポートするとともに、
大型研究費の獲得や国際連携研究の拠
点となることを目指します。東京工業
大学や産業界からの協力もお願いして、
新大学の目玉の一つになることが期待
されます。
　現在、分野別QS世界大学ランキング
2024の歯学分野で、日本国内第1位、世
界第4位と毎年大変高い評価をいただ
いておりますが、この現状に満足せず、
さらに飛躍しなければなりません。新
大学となることが、口腔科学研究や教
育の世界的な拠点として、さらなる発
展を遂げる追い風になると確信してお
ります。そして、それらの教育や研究成
果が、臨床、社会に還元され、全世界の
人々の健康に寄与することを心より願っ
ております。 

　わが国最初の官立歯科教育機関設立
に向けて、「歯科高等教育機関設置に関
する法案」が帝国議会を通過したのは、
1922（大正11）年初春のことでありまし
た。翌1923年度の国家予算に組み込ま
れる予定でしたが、同年に発生した関
東大震災のために計画が大きく遅れ、
本学の前身である東京高等歯科医学校
が創立したのは、6年後の1928年（昭和
3）年になりました。もし、予定通りに
創立されていればちょうど100 周年で
の新大学移行だったかもしれません。
　創立以来、本学はわが国を代表する
歯学教育研究機関として歩み続けてお
ります。現在では6年生の歯学科と4年
生の口腔保健学科（口腔保健衛生学専
攻、口腔保健工学専攻）を有し、医療人
としての全人的視点、科学的な探求心
と問題解決能力、さらには国際的な視
野も備え、指導的役割を果たすことの
できる歯科医師、歯科衛生士、歯科技
工士の養成に取り組んでおります。
　特に、日本最大規模の大学病院（歯
系診療部門）を中心に行われる臨床教
育では、国内トップレベルの実践的な
診療参加型実習を行っており、知識・
技術の習得だけでなく、歯科医療のプ
ロフェッショナルに必要な人間性やコ
ミュニケーション能力を育む絶好の機
会を提供しております。
　また、本学は東京・関東圏で唯一の
国立大学の歯学部ということもあり、
本来の実力以上に世界から注目される
存在でもあります。海外の学術交流提
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本学歯学部と社会との強い結びつきを
感じる場でもあります。

初学からの段階的な学び
〜成長を促すカリキュラム〜

　歯学科では、本大学病院歯系診療部
門の各診療科・専門外来や病棟での臨
床現場を経験する授業科目として、早期
臨床体験実習（1年）、歯科医療基礎実
習 I~III（2年～4年）、包括臨床実習（5
年、6年）を設定しています。これら診
療現場を学びの場とする教育と並行し
て、基礎・臨床系専門科目の学びを通
し、臨床に必要な知識、臨床技能の修
得を進めるカリキュラムとなっていま
す。歯学科の教育理念「豊かな人間性を
有し、使命感をもって全人的な歯科医
療を実践し、国民の健康の維持・増進
に寄与するとともに、国際的視野から
歯科医学・歯科医療の向上に貢献でき
る指導者を育成する」を実現するために、
入学から卒業までの学年進級に合わせ、
外来見学、上級生の診療現場（第１総
合診療室（学生診療室））での体験、実
際の歯科診療の実践と、長期的に臨床
経験を積む設計となっています。 

患者診療を通じた学び
〜診療参加型臨床実習〜

　その中でも、5年次から開始される包
括臨床実習については、公的な全国統
一試験である共用試験に合格した学生

が実際に患者診療を行います。カリキュ
ラム上では実習として扱われますが、
歯科医療現場の観点からは、指導教員
のもとで学生自身が患者担当医として診
療に責任を持ち、患者の医療面接、診
断、診療計画の立案、処置、予後観察、
メインテナンスに至る包括的な治療を担
当し、一般歯科診療の臨床経験を積む
ことになります。また、各専門診療科配
属においては、指導医の診療の見学、
補助を通して専門科診療に関する学び
を深め、口腔外科病棟配属においては、
全身麻酔下での外科手術への参加など、
一般歯科診療所では経験できない現場
での学びを深めることができます。

共に学び、教え合い、深める学び
〜多職種連携実習〜

　医療・歯科医療の複雑性、多様な場

歯学部設置以来の伝統
〜社会とともに歯科医師を育む教育〜

　1928（昭和3）年に東京高等歯科医学
校設置から始まった歯学部の歴史にお
いては、1946（昭和21）年の東京医科歯
科大学歯学部設置以来引き継がれる伝
統の一つとして、「学生時代に診療現場
で経験を積む教育」の実践があげられ
ます。社会に歯科医療を通じて貢献をす
る一人の歯科医師・プロフェッショナル
の資質としては、単なる知識・技術の修
得にとどまることなく、患者の状況を
的確に判断し診療をする応用力、個々の
患者に寄り添い安心・安全な歯科医療
を提供する能力、利他的な姿勢や高い
倫理観が必要となります。そのために、
高度な歯科医学の修得や研究マインド
の醸成機会となる様々な授業とともに、
複数年をかけて実際の臨床現場で、歯
科医療現場の臨床医の一員としての経
験を段階的に積むためのカリキュラム
を提供しています。このカリキュラムは、
世界各国の歯科医学教育では共通理解
をもって行われている、いわゆる「世界
標準」の教育カリキュラムであります
が、長期間にわたりこの臨床教育を世
界標準レベルで継続できているのは、
教員だけではなく、本大学病院歯系診
療部門に通院・入院されている患者の
皆様の将来の歯科医師養成への深いご
理解、厚いご協力があってこそであり、

面に対応するために、様々な医療・歯科
医療専門職との良好な協働を通して、
患者診療を提供することが必要な時代
となっています。本学では、2011年より
医歯学融合教育に始まった多職種連携
教育の導入を推進しており、全学的に
は、多職種との協働の重要性、自らの
プロフェッショナルとしての責務を学ぶ
機会として、多職種連携I（1年）、多職
種連携II（3年）、多職種連携III（6年）が
合同演習として行われます。これら演
習活動で多職種連携活動への基本的な
姿勢を修得しますが、歯学科では、６
年次に多職種協働を実際に体験する臨
床実習として、歯科衛生士を目指す口
腔保健衛生学専攻4年生とのD6-OH4
連携実習、歯科技工士を目指す口腔保
健工学専攻４年生とのCADCAM実習、
また、医師を目指す医学科６年生との
合同実習（緩和ケア病棟実習）を行って
います。特に、D6-OH４連携実習につ
いては、それぞれの学生がプロフェッ
ショナルとしての責務のもと、実際の患
者に対して最良の診療を提供し、その
過程において連携の重要性を学ぶ実習
であり、2015年導入当時は世界に先駆
けての取り組みで、現在、その教育スタ
イルが世界に広まりつつあります。歯
科医療の実際の現場では、歯科医師一

人で診療を行うことはなく、様々な職
業の方達との協働でより質の高い歯科
医療を提供することとなります。歯学
科では、時代とともに変化する実現場、
実社会で活躍できる歯科医師の基本的
な資質・能力の育成についてその必要
性を重んじ、常に将来を見据えた教育
を展開しています。

日本最大規模の歯系診療部門での
卒後歯科臨床研修

　本大学病院歯系診療部門は、7つの診
療領域からなり、1日平均1,400名の患
者が来院しています。日本において歯
科医師は歯学科を卒業し歯科医師国家
試験合格後１年以上の臨床研修をする
ことが義務となっており、大学病院は
研修歯科医の研鑽の場としての役割も
持ち合わせています。本大学病院歯系
診療部門は、1987（昭和62）年に歯科医
師臨床研修制度が厚生省（当時）の委託
事業として発足して以来、2006（平成
18）年に必修化され現在に至るまで、
全国的にも人気の高い臨床研修施設の
一つであり、本学卒業生に加え、全国
の歯科大学・歯学部の卒業生を多数受け
入れています。歯科診療に必要な基本
的な診療能力に加え、訪問歯科診療や
周術期口腔管理など今後ますます対応

が求められる領域への対応能力を修得
できる診療参加型の研修を基本とした、
それぞれの研修歯科医が望むキャリア
パスにあった異なる特徴を持つ3つのプ
ログラムを設定しています。本院には
研修歯科医専用の診療室があり、通院
されている多くの患者の皆様のご協力
とご理解のもと研修が行われています。

世界最高峰の教育を提供する
歯学部へ

　本学は、分野別QS世界大学ランキング
2024の歯学分野で世界第4位と、世界最
高峰の歯系大学院・歯学部として高い評
価を得ています。大学院での研究活動も
盛んであり、基礎領域に限らず、臨床領
域でも本学歯学部が世界に広めた歯科
材料や術式が数多くあります。日本、
世界を活躍の場とする教員があらゆる
場面で学生教育に直接関わっていること
は、本学歯学科の大きな財産でもありま
す。特に多くの教員が教育参加する歯学
科においては、日常のチェアサイドでの
指導の場が、現在の歯科界のフロントラ
ンナーである教員から、将来の歯科界を
率いる学生へのバトンが引き継がれる
場ともなっています。目指す将来像とし
て掲げられるClin ic ian Sc ient ist、
Scientific Clinicianのいずれにおいて
も、伝統として引き継がれてきた患者診
療現場で経験を積む教育は必須のもの
です。これまでの96年間、社会のニーズ
に的確に対応し未来を創ってきた歯学
部歯学科は、これからの100年もこの伝
統を引き継ぎ、日本・世界を活躍の場と
する歯科医師を育成する使命のもと、最
良の教育を提供していきます。 

歯学部

患者診療を通じて、歯科医師の心・技術を学ぶ
診療参加型臨床実習

診療参加型臨床実習の様子
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認知機能および運動機能を含めた心身
機能の低下という負のサーキットを加
速させます。さらに、これまで病原性微
生物という認識で研究されてきた微生
物研究は、今日では微生物叢として宿
主を助ける究極のエコシステム（生命
共同体）を形成していることが明らかに
なり、腸内細菌叢に加えて、外界との
入り口に存在する口腔細菌叢の構成と
そのバランス異常は、口腔のみならず
全身疾患の発症・増悪に関与していま
す。また、鼻腔および口腔から始まる
上部呼吸器系および消化器系粘膜は、
解剖学的に複雑な構造下にある上、呼
吸や摂食による微生物や物理化学的な
種々の刺激に曝されています。それゆ
えに、独特の炎症や発がん制御機構が
存在していますが、一旦炎症性変化や
がん化が生じた場合は、頭頸部領域と
いうその特性を理解して、早期診断や
機能温存を目指した新規治療法開発に
取り組む必要があります。
　このような背景の中で、本学歯学部

では、2016年より最先端口腔科学研究
推進プロジェクトとして、「形づくり（頭
蓋顎顔面形態形成）」「バランス（口腔炎
症・免疫）」「難病（がん）」「働き（口腔機
能）」「材料（生体再生・再建）」に「社
会・教育（社会医学・人材開発・国際連
携）」を加えた6ユニットを形成し、学部
内での基礎・臨床連携の研究推進を展
開してきました。本重点領域研究では、
これまでの最先端口腔科学研究推進プ
ロジェクトを発展させ、全学レベルでの
学内連携研究を推進し、口腔科学のグ
ローバル研究拠点となることを目指し
て取り組んでいます。高次複雑系の生
体において、口腔と全身との連関シス
テムを科学的に理解し、「口腔から全身
を診る」、「口腔から全身を治す」、「口

　本学では2022年度から指定国立大学
法人となるに伴い、『創生医学』・『希少
疾患・難病』ならびに『口腔科学』の3つ
の重点研究領域が設置されました。各
領域は領域横断型の構成として、年複
数回の重点研究領域会議を開き、異分
野研究者間におけるディスカッションに
よる新たなアイデアの創出、重点研究
領域内共同研究による外部の競争的研
究費の獲得により重点研究領域をさら
に充実させることを目標とします。『口
腔科学』重点研究領域は、口腔領域に
特化した研究領域です。
　少子高齢化による急激な社会構造の
変化により、我が国の口腔疾患の疾病
構造は大きく変化しました。歯を治す
ことを中心とした医療から、口腔を通
して全身を診る医療へと変遷しつつあ
ります。う蝕や歯周病、さらには口腔が
んや口腔顎顔面形成異常による歯の喪
失や口腔機能障害は、食べる・味わう
という生きる楽しみ・意欲を奪うのみ
ならず、全身フレイルの引き金となり、

腔から予防する」という“口腔制御”に
よる口腔からの先制医療を発信するこ
とを目指しています。口腔からの先制
医療の実現は、政府の目標である健康
寿命の延伸と医療費削減に大きく貢献
でき、歯学分野で世界トップを目指す
本学が推進すべき研究です。また、本
領域研究推進を通して、次世代を担う
グローバル人材、特にクリニシャンサイ
エンティストを育成しています。

OS-1、OS-2、OS-3の
3研究プロジェクト

　本研究領域では、東みゆき領域長と
上阪直史副領域長の下で、OS-1、OS-2、
OS-3の3研究プロジェクトを組み、各プ
ロジェクトは指定研究者および公募研
究者で推進させています。

OS-1
口腔内細菌叢と全身のクロストーク
プロジェクトリーダー：片桐さやか

指定研究者：片桐さやか、鈴木敏彦、

　　　　　  戸原玄、宮坂尚幸、

　　　　　  森丘千夏子

公募研究者：野口麻衣子、田村赳紘、

                 堀武志、石丸美穂

　宿主の摂取する食餌や薬剤、口腔衛
生状態からくる口腔粘膜の炎症、唾液
の量や質などによって口腔細菌叢が変
化すると、局所的に細菌叢のバランス
が崩れた口腔細菌叢のディスバイオー
シスが生じ、様々な全身疾患に影響を
およぼすことが推察されています。本
プロジェクトでは、口腔細菌叢のディス
バイオーシスがどのように口腔局所応
答を変化させ、同時に全身の臓器およ
び全身疾患に影響をあたえるのかを、

臨床疫学および基礎的な細胞レベルお
よび分子レベル研究での基礎・臨床融
合研究を実施します。口腔内状態の評
価・診断および口腔細菌叢の評価が、
全身疾患の予知・予防に、さらには、口
腔内の健康改善が全身疾患の予防・改
善へと繋がるエビデンスを構築します。
口腔から全身状態と全身疾患を予知予
防する先制医療を目指しています。

OS-2
頭頸部微小環境
プロジェクトリーダー：渡部徹郎

指定研究者：渡部徹郎、東みゆき、

                 原田浩之、朝蔭孝宏、

                 加納嘉人、樗木俊聡、

                 梶弘和

公募研究者：木村雄亮

　頭頸部領域における粘膜組織は生理
的に特有の機能を有し、呼吸や摂食な
どの日々の営みや喫煙などの生活習慣
によって、外来から種々の刺激を受け
ています。頭頸部がんおよび難治性粘
膜疾患の発症機序は複雑です。頭頸部
がんにおいては、拡大手術やネオアジュ
バント療法により手術適応が広がった
ものの、再発・転移症例のコンロトール
は今なお困難をきわめ、化学療法・放
射線療法・免疫療法などの適切な複合
療法によるQOLを維持した低侵襲治療
法の選択と開発が望まれます。本プロ
ジェクトにおいては、難治性粘膜疾患お
よび上皮発がんに関わる制御遺伝子・
分子の同定や、頭頸部がんの微小環境
ネットワークシグナルの解明を通じて、
頭頸部領域の特殊性を明らかにすると
ともに、希少がんであり、外科療法に
よって患者のQOLの低下を招きやすい

頭頸部がんの非/低侵襲治療法を開発
することでアンメットメディカルニーズ
の課題解決を図ります。

OS-3
口腔システム―脳連関
プロジェクトリーダー：上阪直史

指定研究者：小野卓史、上阪直史、

                 山田哲也、髙橋英彦

公募研究者：松山祐輔、西田陽一郎、

                 小野岳人、田中大介、

                 大杉勇人

　加齢や障害に伴う認知症などの脳機
能低下は、少子高齢化社会の医療の大
きな課題です。近年、歯の喪失、咀嚼
能力の低下、歯周病といった口腔シス
テムの不全が脳機能低下のリスクファ
クターであることが分かりつつありま
す。これらのエビデンスは、口腔システ
ム―脳連関の観点から脳疾患を捉える
ことで脳疾患の革新的な予防法・治療
法の開発につながることを示していま
す。OS-３では、口腔システムの健全な
発達や維持の基盤となる神経メカニズ
ムと疾患や加齢による口腔システム不
全が脳に与える影響を明らかにし、す
べての世代において食べる・飲み込む
などの口腔機能を向上・維持させ、食
べる楽しさや生きる意欲を高め、脳機
能を向上・維持させることで、健康長寿
社会の推進に貢献していきます。 

歯学部

重点研究領域　『口腔科学』

東みゆき 領域長 上阪直史 副領域長 ミーティング写真

口腔科学OS（Oral Science)ロゴ
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Topic 注目の出来事

History of education and research organizations, etc.
教育研究組織等のあゆみ

歯学部

にチュラロンコーン大学学長と本学学
長によって合意書が締結され、2009年
11月にチュラロンコーン大学歯学部内
にチュラロンコーン大学・東京医科歯
科大学研究教育協力センター（CU-
TMDUセンター）が設置されました。同
センターは、医歯学教育や共同研究の
推進、本学への留学希望者への情報提
供、元留学生へのサポート、さらにタイ
在住の日本人への健康教育支援や情報
提供を行うことを主な目的としていま
す。歯学部では、このセンターを中心と
して東南アジア歯科医療従事者等に対
する生涯研修コースの提案・実施、およ
び東南アジア在留邦人や日本人学校に
対する健康教育や医療情報の提供を
行っています。現在は本学大学院修了
者がセンターを管理しています。　

キーパーソンの育成

　キーパーソンの存在は、拠点形成な
どの活発な国際交流活動の開始、維持、
発展に欠かせません。1984年に設置さ
れた歯学部国際交流委員会は、歯学系
分野・部門および全学の組織（留学生
専門委員会→留学生センター→国際交
流センター→統合国際機構）との協力
体制により、一貫して留学生に関する
こと、国際的歯学学術協力並びに歯科
医療協力に関する連絡・調整、歯学部
学生・大学院生等に対する国際協力に
関する教育などを行ってきました。
　大学院歯学系では、1998年度から現
在まで、日本政府奨学金である「国費
外国人留学生（研究留学生）の優先配置
を行う特別プログラム」に継続して採

タイ拠点形成

　本学の海外3拠点のうち、タイ拠点は
歯学部がリードして形成されました。
1991年にチュラロンコーン大学歯学部
との学術協定交流を締結した後に、チュ
ラロンコーン大学において若手教員研
修やシンポジウムを実施し、文部省科
学研究費国際学術研究「重度顎顔面欠
損症の研究」（1993～1995年度）に採択
されました。この共同研究は、日本学
術振興会拠点大学交流による支援につ
ながり、1996～2005年度には13の共同
研究が行われました。この期間には、
チュラロンコーン大学のみならず、タイ
の歯学部からの留学生が増加していま
す。
　このような背景により、2008年11月

択され、英語で教育研究を行う特別プ
ログラムを提供し、優秀な博士課程大
学院生を受け入れています。さらには、
国際的リーダーになりうる高度専門医
療人の育成を目的として、2015年11月
にチュラロンコーン大学と「ジョイント
ディグリープログラム開設に関する協
定」を、歯学分野では日本で初めて締結
しました。両大学が共同でカリキュラ
ムを運営し、2016年に東京医科歯科大
学・チュラロンコーン大学国際連携歯
学系専攻を設置しました。
　優秀な大学院生確保のために海外学
生への本学紹介も積極的に行っていま
す。国際サマープログラム（ISP）の歴
史は、全学プログラムとして2009年度
から2015年度まで継続的に実施し、そ
の後の中断を経て、2019年度には医学
系のみで実施されました。ISP2023は、
COVID-19により中断していた本学の
対面での国際交流を本格的に再開する
イベントとして、歯学部国際交流委員会
が企画し、8ヶ国（インドネシア、スリラン
カ、フィリピン、ベトナム、英国、中国、
韓国、タイ）12協定校から19名が参加
しました。

これから

　拠点形成の経験を基に、「東南アジア
における医歯学教育研究拠点推進事
業」（2012～2015年）、「東南アジアにお
ける歯学教育研究拠点世界展開事業」

（2016～2021年）の採択によって、先端的
歯科医療・歯学教育・研究のコースを本
学大学院生（Essential Expertise for 
Clinical Dentistry: EECD）や世界の歯
科医療従事者（International Faculty 
Development Course : IFDC）に提供
し、世界トップレベルのTMDU型教育
の展開を推進しています。
　国際共同研究についても、拠点形成
時の共同研究の経験を生かし、現在は
各専門分野において、協定校も含めた
多くの海外の歯科大学・歯学部、研究
所等と活発に行われています。さらに、
複数の専門分野にまたがる共同研究プ
ロジェクトによる研究者交流も行われ
ています。
　国際交流の活性化には時間を要しま
すが、現在は、オンラインの利用によりあ
る程度時間を短縮することが可能です。
しかしながら、教育・研究・診療におけ

る真の国際連携・協力体制を構築する
ためには、リアルの場で人材交流を深
め、歴史や文化も含めた相互理解に基
づく信頼関係を築くことが肝要です。
COVID -19によって中断したリアルの
交流が再開したことを機に、現時点で
広がっている個々のネットワークの中
から、強化すべきつながりをより強固な
海外ネットワークへと拡充します。また、
拠点形成と1983年に韓国国立ソウル大
学歯学部との交流協定締結に始まった
約40年間の国際交流の経験を生かして、
新たな交流の構築を模索します。そし
て、日本の歯学教育・臨床・研究を世界
に展開し、本学歯学部の国際競争力の
向上を目指していきます。

歯学部国際交流活動
「タイ拠点形成 ―アラムナイコネクションの重要性―」

歯学部では、現在、25の国と地域で、56にもおよぶ歯科大学・歯学部と学術交流協定を締結し、活発な国際
交流を行っています。積極的に留学生を受け入れ、これまで900名近い大学院修了者を輩出してきました。こ
の同窓生は、国際交流活動のキーパーソンとして重要な位置を占めています。

 タイ拠点でのセミナー

 ISP2023のフェアウェルパーティー

ヨーテボリ大学の学生と依田歯学部長

International Faculty Development Course (2022年度)
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歯科同窓会 会長  

浅野 正樹
Masaki Asano

1973年3月東京医科歯科大学歯学部卒業。2007年7月社団法人日本歯科医師会
常務理事。2007年10月東京都知事賞受賞。2011年10月東京医科歯科大学歯科
同窓会会長就任。2011年11月厚生労働大臣賞受賞。2015年6月公益社団法人日
本歯科医師会専務理事。2018年４月旭日双光章受章。

　歯科同窓会は、1934（昭和9）年6月3日に設立されました。
現在会員数は4,800名余りで、全国46の地区に分かれ活動を
行っています。初代会長は、東京医科歯科大学の創設者でも
ある島峰徹先生です。その後、1965（昭和40）年に開業医と
して初めて野村順之助先生が会長になられました。野村
会長は同窓会の存在意義として「学術と親睦」を掲げ、1971

（昭和46）年からは、学術事業すなわち卒後研修事業（現在
C.D.E）を開始しました。この事業では学術講演会と共に他の
歯科大学同窓会にはない実習を伴った研修を行い、 全国か
ら多数の受講生が参加しています。 また、年に数回、様々な分
野にわたる講演会を開催しています。健康に関することや
医療管理に関わることあるいは国会議員を招いてその時々
の国の動きといった内容で講演していただいております。
　歯科同窓会は、2022年4月1日より一般社団法人となり、 
今年で創立90年を迎えます。2024年8月31日には記念事 
業として式典・講演会・祝宴を予定しております。また、 
東京医科歯科大学全学の同窓会の組織である「お茶の水
会」の運営にも携わっていますが、2024年10月に統合する 
東京工業大学の同窓会である「蔵前工業会」と交流を図り、 
今後の同窓会の在り方について考えていきたいと思って
います。新たに誕生する「東京科学大学」に期待するとと
もに、新しい広報誌の誕生を願っています。

Contribution 寄稿

History of education and research organizations, etc.
教育研究組織等のあゆみ

歯学部

お茶の水さつき会 会長  

十川 裕子
Yuko Sogo

技友会会長  

髙柳 敦
Atsushi Takayanagi

1982年東京医科歯科大学歯学部附属歯科衛生士学校卒業。1982年医療法人社団
恒心会ニコライ歯科就職、1985年日本放送協会健康保険組合入職、1999年介護支
援専門員取得、1996年〜2005年千代田区保健所他非常勤勤務。2005年放送大学
学士課程終了。2005年東京医科歯科大学病院就職、2020年同退職、再任用（現在）。

1988年東京医科歯科大学歯学部附属歯科技工士学校本科卒業、1990年東京医
科歯科大学歯学部附属歯科技工士学校実習科修了、同年木本歯科勤務、1994年
髙柳歯科技工所勤務、2019年東京医科歯科大学技友会会長就任、現在に至る。

　この度は、東京医科歯科大学が東京工業大学と統合さ
れるという重大な節目を前に、最後の『Bloom! 医科歯科大』
に寄せて、さつき会会長としてご挨拶を申し上げます。
　お茶の水さつき会は1951（昭和26）年に開校した東京医
科歯科大学歯学部附属歯科衛生士学校の卒業生と、2004

（平成16）年に同校を継承発展させる形で新設された歯学部
口腔保健学科口腔保健衛生学専攻の卒業生および在校生
で組織されている同窓会です。設立から70年が経過し、現
在1,000名ほどが所属しています。当会員は、開業歯科医
院や病院歯科、行政、企業など様々な現場で活躍するの
みならず、歯科衛生士という職能を活かしながら社会の多
分野で活躍しているメンバーもいます。そのような方々の
中に、現在注目されているこども食堂の名づけ親であり、

「きまぐれ八百屋だんだん」を運営されている28回生の近藤
博子さんがおられ、2023年度さつき会特別講演の講師を
お願いしました。その他の活動としては、さつき会便りの
発行や年3回の理事会、講演会などの開催を通して会員の
縦と横のつながりを強化することや、在学生に対して留学
支援などを行い、グローバルな活躍を期待しています。今
後も歯科衛生士として社会のニーズに対応するための研
鑚・研修機会の提供、社会貢献活動など、多岐にわたる活
動を行っていきたいと考えております。

　東京医科歯科大学と東京工業大学とが統合して東京科学
大学となる前の最後の『Bloom! 医科歯科大』に東京医科歯
科大学歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻の同窓会

「東京医科歯科大学技友会」の代表としてご挨拶いたします。
　東京医科歯科大学の歯科技工教育は1929（昭和4）年の

「技工手養成科」からはじまり、設置時は東京医科歯科大
学の前身の「東京高等歯科医学校」でした。そして戦後の
1946（昭和21）年には東京医科歯科大学（旧制）として再
編成されました。養成科時代の先輩方には、本年と同様、
在学中に大学の名称が変わるという経験があったかと思
います。その後1952（昭和27）年に「東京医科歯科大学歯
学部附属歯科技工士学校」となりました。さらに2011（平
成23）年には「東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科口
腔保健工学専攻」が設置され、2024（令和6）年3月には10
期生が卒業いたしました。さらには医歯理工保健学専攻

（修士課程）および生命理工医療科学専攻（博士課程）へ
と進む途も整いました。
　工業科学界における我が国のトップレベルである東京
工業大学との統合を果たすことは、口腔保健工学専攻に
とりましても専門分野として相性の良さを想起させます。
医歯学工学系の研究のさらなる発展を待望させ得る大き
な転換点となることを切望いたします。
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